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１章 序論 
マスティング：植物個体群の種子生産が空間的に同調しながら大きく             
年変動する現象 
 
本研究では北海道南西部のブナが対象 

 
  究極要因（なぜ？） 
 
   ・受粉効率仮説（風媒仮説） 

開花量や花粉量が多いほど結果率が
高くなるので、同調することで受粉の
成功率を上げているとする説 

 
 ・捕食者飽食仮説 
年変動を大きくし、凶作の年に捕食者の 
密度を下げ豊作の年に飽食させることで
種子が食べ尽くされることを逃れていると
する説 

これら二つは背反仮説ではない 



１章 序論 

至近要因（どのような仕組みで？） 

資源適合仮説：同じ環境にいる個体は条件が揃う 
＊現在は支持されていない（他種間でも同調しないとおかしいため） 
 
生産数と大きく変動させる仕組みと、それを同調させる仕組みが同時に
働いている（佐竹 2007) 

生産数を変動させる仕組み 
➡ 資︎源要因説 

繁殖後に資源が枯渇、 
回復には時間がかかる 

同調させる仕組み 
➡ 気︎象合図説 

花芽形成期の気象要因が 
同調の合図となる 
 

（カシワをはじめとするQuercus属は 
受精時期の高温が結実量に影響） 



１章 序論 

本研究が明らかにすること 

１.究極要因として虫害と受粉失敗のどちらが強く淘汰圧をかけているか 
（捕食者飽食仮説と受粉効率仮説のどちらが重要か） 
 
２.年次変動を起こす至近要因として、資源要因説が正しいか 
 
３.マスティングを同調させる至近要因として、どの気象条件が合図となっ
ているか 



２章 北海道南西部のブナにおける 
    種子食性昆虫の資源利用様式 

・ブナ種子を食害する昆虫は27種に及ぶ 
 
・ブナヒメシンクイによる加害が最も深刻 
 
 
結果 
 
・総落下種子数の37.6%が虫害 
 
・加害の程度は、摂食のタイミングや生活史の長さが影響 

https://bunatayori.exblog.jp/29672599/ 



３章 ブナにおけるマスティングの適応的意義 

受粉効率化説 vs 捕食者飽食仮説 
 
背反仮説でないため、どちらが重要かの判断が 
難しい 
 
 
道南5箇所での13年間の種子生産データを用いて 
・変動主要因分析 
・Kelly and Sullivan(1997)のシミュレーションモデル 
 
虫害と受粉失敗のどちらが強く死亡要因として 
働いているかを分析 

➡ 虫︎害での死亡率がより強く影響 
連続する２年間の開花数を変化させるという形質に淘汰圧 



３章 ブナにおけるマスティングの適応的意義 

豊作の年には 
健全な種子が多くなった！ 



３章 ブナにおけるマスティングの適応的意義 

種子生産数が多いほど 
受粉失敗率が下がった！ 

前年との比が大きいほど 
食害率が下がった！ 



３章 ブナにおけるマスティングの適応的意義 

虫害率のほうが受粉失敗率よりも 
総死亡率との相関が良い 



４章 ブナにおけるマスティングのメカニズム 

体内貯蔵資源量の間接的評価 
 

➡ 開︎花数の長期データを自己相関分析 
 
当年と1年前、および2年前の開花数との偏自己相関係数を算出 
 
気象条件の影響の評価 
 

➡ 花︎芽の原基が形成される4月から6月の気象条件との相関 
 
10日間ごとの平均日最高気温、平均日平均気温,平均日最低気温、 
および10日間内で最高の日最高気温、最低の日最低気温が対象  
 



４章 ブナにおけるマスティングのメカニズム 

結果 
当年と1年前の開花数 
５調査地中3つで有意に負の相関 
 
当年と2年前の開花数 
有意でないものの負の傾向 
 
 
 
➡ 凶︎作の年に資源を蓄積する樹体内の 
資源動態を反映していると考えられる。 
 
資源の回復には1年以上を要する。 



４章 ブナにおけるマスティングのメカニズム 

4月下旬〜5月中旬の最低気温が 
平年値より1°C以上高いと、 
翌年の開花が強く抑制された！ 



５章 気象合図の実証実験 

実験 
夜間に枝に袋をかぶせて加温処理 
（対照、前半30日、後半30日、60日） 
形成された雌花序と雄花序の数を測定 
 
結果 
前半30日処理および60日処理で強く減少 

最低気温の上昇を合図として 
花序の形成が抑制されることを実証！ 



６章 総合考察 

１.フナ゙のマスティングの究極要因として、受粉

効率仮説よりも捕食者飽食仮説のほうがより
重要であることを明らかにした 
 
２.ブナの開花数の変動は前年の開花数に強

い負の影響を受けていることが明らかとなり、
資源要因説を支持していた 
 
３.ブナの開花(繁殖停止)が花芽分化期前の4
月下旬から5月中旬の日最低気温によって引

き起こされていることを発見し、気象合図説を
裏付けた  



ご静聴ありがとうございました 
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